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 昨年度秋学期も利用させていただき、とても満足したので、再度利用しました。
今回も、研修をしっかりされただけあって、参観学生3人ともとても丁寧で、
意欲も旺盛でした。事前打ち合わせで、こちらの意図や特に見てほしい点を汲み取って、
当日、的確なフィードバックをくれました。また、理工学部の講義を文系学部の3人に
見ていただいたことで、より分かりやすい表現や説明方法を工夫することもできました。
今後の講義の改善点についてのヒントもいただけて、たいへん満足しております。

 学生さんとの年齢差が大きいので、興味や理解度がどの程度なのか把握ができておりませんでしたが、研修を受けた第三者の
感想等を受けることで、2023年春学期以降の弊職の授業の教え方への具体的な改善点が明らかとなりました。早速取り組んで
まいりたいと思います。非常に良い制度だと思います。

 女性と男性の両方が含まれること、社会人学生の方も含まれることで多様な見方からの意見を聴くことができたのがよかった
です。新しい授業を始めたり、授業の形式を大きく変えたりする時に特にまた利用したいと思います。

 自分で学生を募集する等の手間もなく、ある程度授業見学の知識を持つ学習者の対応を直接聞くことができ、定期的にこのよ
うな機会を利用者のタイミングで活用できる良い企画だと思います。始業から、組み立て、教材活用、各種タスク等の運用等
で、気が付かなくなってしまっているところ、あるいは、見落とし等を指摘していただいた事等大変小さいことでも、振り返
りには良い機会だと思いました。

 とてもよかった！事前打ち合わせからフィードバックまで、参観学生の誠実さを感じました。教員だけでは気づけないところ
を指摘してもらえた一方、よいところはよいと言ってもらえたことで、授業の進め方などに自信を持つことができました。

 学生さんの生の声を聴くことができた。独りよがりな授業を第三者の視点で意見等していただけたことが良かったです。

「授業リフレクションのための学生による授業参観」（2020年度に「学生による授業モニター」から改称）が2022年度も実施
されました。本制度は、授業や教育方法の改善に活かすため、学生が受講者ではない第三者の立場として授業を参観し、授業に
関して気づいた点を教員にフィードバックする制度です。参観学生は、研修を受講した後に授業の参観を担いました。参観に向
けた事前打ち合わせや参観後のフィードバックにおいては、教員と学生による濃密なコミュニケーションの場となり、双方に
とって新たな発見のある有意義な機会となりました。
＜参観実施授業数：12件／参観学生数：36名＞

【実施期間】
春学期：2022年6月9日（木）～2022年7月20日（水）
秋学期：2022年9月16日（金）～2022年12月23日（金）

【実施の流れ】
①参観希望学生向け事前研修（春学期のみ）
②実施授業と参観学生のマッチング
③担当教員と参観学生による事前打ち合わせ
（参観するポイントの確認等）

④授業参観実施
⑤学生から教員へのフィードバック
（気づいた点等の共有）

【実施状況】
2022年度は様々な学部の12の授業にて本制度の
利用があり、また、その授業形態も多岐にわたり
ました（対面、ハイフレックス、リアルタイム
オンライン、オンデマンド）。
また、大学教員を目指す大学院生の教育能力向上
を目的とした「プレFD」の一環として、博士後期
課程の大学院生が担当したLステゼミでの授業
参観も実施されました。
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【2022年度利用教員の内訳】


